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【緒　言】咀嚼 による食塊形成には,食 片が固有
口腔に貯留 し粉砕 され ることが求められる。そこ
で,本 研究では,食 片の舌側貯留率 と粉砕度の関
連を調べるとともに,全 部床義歯に用いられる人
工歯の咬合面形態の違いが舌側貯留率に及ぼす影
響を検討することを目的とした。
【方 法】
1.舌側貯留率 と粉砕度
　健常歯列者11名(平均年齢27.5±1.5歳)を被
験者 とし,乾 燥 ピーナッツ3gを習慣性咀嚼側 に
て20回咀嚼 させ た。粉砕粒子 は,試 作の回収装
置を用いて頬側 に貯留 した粒子 を,吐 き出し法に
よ り舌側 に貯留 した粒子 を回収 した。舗 は10,
16,18メッシュ とし,篩 上粒子 を乾燥後に秤量
した。
Ⅱ.咬合面形態と舌側貯留率
　 フルバ ランス ドオ クル ージ ョン用(FBO)と
リンガライズ ドオクルージ ョン用(LO)の 人工
歯 を用いた実験用義歯 をシ ミュレータに装着 し,
右側咬合面問で被験材料を咬合 させた。硬化後の
試験材料を上顎咬合面中央溝で近遠心的に切断 し
頬側 と舌側 を別々に秤量 した。
【結 剰
1.舌側貯留率と粉砕度
　咀嚼後の粉砕粒子の回収率 は平均47.4±5.2%
であり,全 回収量に対する頬側貯留率は21.2%,
舌側貯留率は78.8%であった。粉砕度 は10メッ
シュの篩上粒子で頬側が平均63.82%,舌側が平
均54.12%であり,舌側の粉砕度が高かった。また,
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メッシュの目開きが小 さくなるにつれ節上粒子は
少なくなった。
Ⅱ.咬合面形態と舌側貯留率
　咬合面形態の違いによる舌側貯留率はLOで
64.1%,FBOで72.9%であり,　FBOで有意に大
きな値 を示 した。頬側貯 留 率 はLOで35.9%,
FBOで21.1%とLOで有意に大 きかった。
【結　論】健全歯列者の舌側貯留率は78.2%と頬
側 に比較 して高 く,粉砕度も高かった。また,全
部床義歯の人工歯咬合面形態の違いによる舌側貯
留率はFBOがLOよ りも高 く,食塊形成 に有利
であることが推測 された。
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